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1は じ め に

・ドワイエネ・デュ・コミス'は果肉がなめらかで

食味が良いセイヨウナシであり、青森県では試作品種

に位置づけられている。しかし、年によっては追熟後

に渋み果や粉質果の障害が発生することが問題となっ

ている。そこで、障害の発生が少なく食味の良い収穫

適期の指標について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)果実調査時期

センター内栽植の・ドワイエネ・デュ・コミス'/

バートレット/ヤマナシ (2004年現在高接ぎ10年生、

開心形)2樹 (2004年 は6樹)を供試し、2001年～
2004年までの4年間、満開後145日 ～165日 まで 5日毎

に20～ 30果収穫した (表 1)。 果実品質は収穫果を収

穫時と追熟後に分けて調査した。追熟後の調査果実は、

予冷処理は行わず収穫後直ちに20℃で追熟した。

(2)調査方法

地色はニホンナシ地色用カラーチヤートを用い、果

実のていあ部を薄く剥ぎ、変色しないうちに比色した。

硬度はベネトロメーター型硬度計 (5′ 16イ ンチ針頭)

を使用し、果実の赤道部付近を剥皮して調査した。糖

度は屈折精度計で測定し、ヨード反応は果実の断面に

ヨウ素・ヨウ化カリウム液を塗り、約10分後の染色程

度で判定した (0:殆 ど染色無し～ 5:殆 ど全て染
色)。 食味は 5段階 (1:劣る～ 5:良い)の官能評
価で行った。渋み果、粉質果は3段階 (1:微、2:

中、3:大)の官能評価で行い、障害程度 2以上を障
害果として数えた。

3 試験結果及び考察

追熟後の食味が良好で渋み果と粉質果の少ない満開

後日数は、2001、 2003、 2004年が150～ 155日、2002年

が155～ 160日 であつた (表 2)。 2002年の満開後日数

が他の調査年より遅れた原因は、6月 中旬～8月 中旬

にかけて日照時間が平年を大きく下回り、気温の低い

日が多かったためと考えられた。4カ年の調査結果を

総合的に半1断すると、満開後日数では150～ 155日頃が

収穫適期の指標として有効と考えられた。

地色指数は、各年次とも満開後日数の経過とともに

徐々に高くなり、満開後日数と正の相関が認められ、

収穫適期の指標として適当と判断された (図 1)。

2001年～2004年の収穫適期における地色指数の範囲は

30～36であり、指標としては30～35が適当と考え

られた。

ヨード反応指数は満開後日数の経過とともに低下

し、満開後日数と負の相関が認められた (図 2)。 ヨ

ード反応指数は、地色指数に比べて満開後日数との相

関が低く、4年間の収穫適期における範囲が29～41

とやや広いものの、2004年のように早い時期から地色

が上がる年があるため、指標の一つとして必要と考え

られた。満開後150～ 155日の指標値は29～ 4.1で幅が

広いため、4年間の関係式o=0052x+11498)から

35前後が適当と考えられた。

糖度は年次による差が大きいこと、また、硬度は調

査期間中の変動幅が少ないことから、これらは指標と

して適当でないと考えられた (表 3)。

障害果の発生を詳しく見ると、渋み果は年次別では

2003年を除いて発生し、冷夏であつた2002年と生育期

の気温の高かった2004年がやや多く、4カ年の調査で

は一定の傾向は見られなかった (図 3)。 また、渋み

果の発生は適期収穫果では少なかったものの、収穫期

の早晩との関係は認められなかった。発生原因につい

ては、生育期の気象や栽培管理面も含めてさらに検討

が必要である。

粉質果はすべての調査年で発生が認められた (図

4)。 収穫時期別の発生率は適期収穫果では比較的低

く、適期より遅い時期では高い傾向にあった。一般に

粉質果は収穫時期が遅れると発生することが知られて

おり、粉質果の発生を少なくするためには適期に収穫

することが重要と考えられた。

4 ま と め

以上の結果から・ドワイエネ・デュ・コミス'の収

穫適期の判定指標は、満開後日数では150～ 155日 (10

月上旬)、 地色指数では30～ 3_5、 ヨード反応指数で

は35程度が適当と考えられた。収横適期の判定に当

たっては、これらの指標を総合的に判断することで、

より正確に収穫適期が判定できると考えられた。
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表 1 年次別の満開日と満開後日数
年  満開日 満開後日数 (収穫日)

145       150       155       160       165

2001     5/12     10/ 4     10/ 9     10/14     10/19     10/24

2002     4/26      9/18      9/23      9/28      10/ 3     10/ 8

2003     5/ 8      9/80      10/ 5     10/10     10/15     10/20

2004     5/ 7      9/29      10/ 4     10/ 9     10/14     10/19

表 2 満開後日数別の食味指数と障害果率
年 食味指数 障害果率 (%)

145個 1  150  155  160  165  145旧 1  150  155  160  165
2ool 3.4 u E 2.6 2.4 o.o m u 20.0 3o.o

2ooz 2.6 3.3 t E 2.8 30.0 lo.o E n 20.0

2oo3 2.7 I f 3.0 2.2 10.0 u E 2o.o 30.0

200427■ 目 2421214回 里 oll__111
平均  29  35  35  30  24   157  2_5  46  214  278
注)障害果率 :(粉質果+渋み果)× 100/調査果数。
表中の反転文字は、各年次の収穫適期を示す。
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図 1 満開後日数と地色指数

表 3 年次別の収穫適期の果実品質 (収穫時)
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図 2 満開後日数とヨード反応指数

年   満閉後日数   地色指数   ヨード反応   糖度 (%)      硬度 (lbJ
2001    150～ 155    30～ 36      30     138～ 142   101～ 104(96～ 1061Z
2002    155～ 160    30～ 32    33～ 34      129     101～ ‖ 1(101～ Hl)
2003    150～ 155    30～ 34    29～ 31    122～ 126   101～ HO(94～ HO)
2004   150～ 155    34～ 36    38～ 41    136～ 139   106～ 107(100～ Hl)
Z:( )内

は満開後145～ 165日 の最低値と最高値を示す
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図3 満開後日数別の渋み果発生率
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図4 満開後日数別の粉質果発生率
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